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アイスランド語疑問文イントネーションの諸相 
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 It has been claimed that a sentence final tone of an interrogative sentence in Icelandic is a (global) 
falling tone just the same as the one of an indicative sentence, whether interrogative pronouns are 
involved or not. However, almost all the previous studies on the Icelandic intonation have only dealt 
with the interrogative sentences with a complete sentence structure. Moreover, almost no previous 
studies paid any scientific attention to the differences between Icelandic indicative and interrogative 
sentences with respect to their sentence final tones. 
 Thus, the following two questions are still remained unsolved: i) what sort of a sentence final tone 
does an interrogative sentence with an incomplete sentence structure (e.g. Eitthvað fleira? ‘Anything 
else?’) have?; ii) are there any similarities and/or differences between indicative and interrogative 
sentences in terms of their sentence final tonal patterns? 
 This paper aims at inquiring into several unsolved aspects of the Icelandic interrogative intonation 
and solving those two questions based on the primary data elicited through the field research 
conducted by the author; the following conclusions are thereby drawn: 
a) all the interrogative sentences in Icelandic take a falling sentence final melody, regardless of 
their sentence structures and whether they involve interrogative pronouns/adverbs or not. 
b) any remarkable tonal traits specific to either of indicative and interrogative sentences are not 
found through experimental phonetic investigations. 
 







て比較的豊富であるものの、近年は Dehé (2009)(2)に代表される特定の理論的枠組みに基づく分析が主流 
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して現れることが既に指摘されている（例: Árnasson (1994-1995)(3)、三村(2016)(4); 図 1も参照のこと）： 
 
(1)  a. Hann er  japanskur. 「彼は日本人です。」 
 he  is Japanese 
b. Er  hann  japnaskur? 「彼は日本人ですか？」 
 is  he    Japanese 
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1.2 アイスランド語概説 
















 なお、ノルド語諸方言には、主強勢を担う音節の音調の「向き」（川上 1973: 45(6); 上野 1975: 49(7)）
が音韻論的に指定されている（いわゆるピッチ/高さ/高低アクセントの）言語（方言）もあるが、アイス




である。既にイントネーションに関する予備的な調査を 2015年 3月と 9月に実施し、今回、疑問文イン
トネーションの諸側面を明らかとすべく、2017年 3月に新たに疑問文並びに平叙文の読み上げ調査を行
った。予備調査の概要に関しては拙論（三村 2016: 148(4)）を参照のこと。今回の読み上げ調査の概要は
下記の通りである（調査項目の詳細に関しては第 3.1.1節並びに第 3.2.1節を参照のこと）: 
 
(3) a. インフォーマントは 60代の男女各一名: 
i. Auður Guðmundsdóttir氏*4（女性・1955年・Reykjavíkの生まれ） 
ii. Steinar Thorarensen氏（男性・出生年未確認・Hella（Reykjavíkから 90kmほどの距離）の生まれ） 
b. プレゼンテーションソフトウェア（Apple 社 Keynote）を用いて調査項目である文を 2 秒*5ごとに
ノートパソコンの画面上にランダムに提示し、一度ずつ読み上げてもらい（これを 1 セットとす
る）、合計で 3セット実施した（各文、計 3回の読み上げ）。 
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(4)  a. Hann    talar    góða  japönsku.「彼は上手に日本語を話します。」 
he SUBJ. speaks V. good Japanese 
b. Talar    hann    góða  japönsku?「彼は上手に日本語を話しますか？」 





(5)  a. Má   Ø    bjóða þér  eitthvað    létt?「何か軽食をお持ちしましょうか？」 
 may SUBJ. offer  you something light 
b. Eitthvð     fleira? 「他に何か？」 




 既に第 1.1 節にて触れたとおり、アイスランド語における疑問文は、疑問詞の有無に拘らず、文末音




(6)  a. Hvaða tungmál  talarðu?「何語をあなたは話すのですか？」 
what  language  speak-you 
[M M   H  M    M L L] 
b. Er  Einar  kennari?「Einar は先生ですか？」 
is  Einar  teacher 
[M  H H   H M L] 
 
なお、「Aか Bか」といった 2項目間での選択を求めるいわゆる「選択疑問文」では、Aに当たる語句の
音調は下降調ではないものの、B に当たる語句（いわば選択疑問文の文末）には下降調が現れる (三村 
(2016: 155)(4)): 
 
(7)  Talar  hun  dönsku  eða  sænsku?「彼女はデンマーク語を話すのですか、 
speak  she  Danish  or   Swedish  それともスウェーデン語を話すのですか？」 






















であるとの判定を受けたものである。既に 1.3 節において言及した通り、全ての文を 2 名のインフォー













㻝 Hann er japanskur. Er hann japanskur?
㻝㻚㻟
㻦
㻔㻠㻕 㼍㻚 Hann talar góða japönsku.
㼔㼑 㼟㼡㼎㼖 㻚 㼟㼜㼑㼍㼗㼟 㼢㻚 㼓㼛㼛㼐 㻶㼍㼜㼍㼚㼑㼟㼑
㼎㻚 Talar hann góða japönsku?
㼟㼜㼑㼍㼗㼟 㼢㻚 㼔㼑 㼟㼡㼎㼖 㻚 㼓㼛㼛㼐 㻶㼍㼜㼍㼚㼑㼟㼑
㻔㻡㻕 㻦
㻔㻡㻕 Má ∅ bjóða þér eitthvað létt?





㻟 㻥㻜 㻝㻡 ×㻟 ×㻞 㻦
㻔㻢㻕
㻝㻚 㻷㼘㼡㼗㼗㼍㼚 㼔㼢㼍ð㻫 㻞㻚 㻮㼞㼍㼡ð㻫 㻟㻚 Má bjóð㼍 þér 㼑㼕㼠㼠㼔㼢㼍ð létt?
㻠㻚 㻱㼚 㼑㼜㼘㼕㻫 㻡㻚 㻴㼢㼍㼞㻫 㻢㻚 㻱㼕㼠㼠㼔㼢㼍ð ﬂer㼕㼞㼍㻫
㻣㻚 㻴㼢enæ r? 㻤㻚 㻱㼚 þú? 㻥㻚 㻴㼍㻫
㻝㻜㻚 㻴㼢㼍ð mörg? 㻝㻝㻚 㻴㼢㼍ð 㼙㼑ð þ㼍ð㻫 㻝㻞㻚 㻴㼢㼍ð㼍㼚 í 㻷㼍㼚㼍㼐㼍㻫
㻝㻟㻚 㻴㼢㼍ð㼍 㼙㼥㼚㼐㻫 㻝㻠㻚 㻱㼗㼗㼑㼞㼠 㼍㼚㼚㼍ð㻫 㻝㻡㻚 Þ㼑㼟㼟㼕 㼙㼑ð 㼓㼘㼑㼞㼍㼡㼓㼡㼚㻫
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3.2.1 調査項目・資料 








上記の 48例を 2名のインフォーマントに 3回ずつ読み上げてもらい、延べ 288例を採取した。 
 
3.2.2 検証・考察  
 第一に核音調である下降調の位置に関して検証する。英語では「内容語 content words」が文のリズム
の拍（いわゆる文アクセント）を担いやすく、一方で「機能語 function words」は拍を担い難いことが指
摘されている（例: Pike (1945: 118)(12)）。アイスランド語においても同様に、原則的にはリズムの拍は内
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 (8)に示した不完全な文構造の文末音調を精査した結果、採取された延べ 90 例全てにおいて下降調が
現れていることが明らかとなった。参考までに図 2に(9)の疑問文のピッチ曲線を示す。 













(11)  Ha?    Hvað  segirðu?「えっ、何ですか？なんとおっしゃったのですか？」 
 pardon what say-you 
 
 
3.2 第二の問題点: 平叙文との差異 
 これまでの他言語のイントネーション研究から次の二点が指摘されている: 
 
(12) a. 平叙文と疑問文で基本的に語順に差異の見られない言語（例: ロシア語）では核音調（nuclear tone）
の位置が異なる（Ladd (1996: 168-169)(10)）。 
b. 平叙文と疑問文のイントネーションが類似する言語（例: フィンランド語）では疑問文の方が核
音調の音域（pitch range）が大きい（Iivonen (2005: 120)(11)）。 
 
他言語における上記の指摘を踏まえて、筆者は次の 2 点に関してアイスランド語の平叙文と疑問文の間
に差異が確認されるか否か検証を行った: i) 核音調（下降調の開始）の位置; ii) 下降調の下げ幅。 
 
三村 竜之 
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(14)  Hann talar japönsku.「彼は日本語を話します。」（フォーカス無し） 
cf. Hann talar japönsku.「彼が日本語を話します。」（フォーカス有り） 




の差を抽出し、それぞれの平均値を算出した。基本周波数の抽出には Praat（Boersma and Weenink 2017(13)）
を使用した。基本周波数の抽出と最高値等の算出方法の概要を以下に示す: 
 
(15) a. 採取された 288例全てを Praatで処理し、ピッチ曲線を表示させる。 
b. 各文の最後の内容語（のピッチ曲線）を Praat 上で選択し、その範囲内で基本周波数の最高値 
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4.2 今後の課題 



































くださった Steinar Thorarensen氏にこの場をお借りして心より感謝申し上げる。 
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